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バイオセンサーとは、抗原抗体反応などの生体分子応答を定量的かつ選択的に測定することが 

可能なセンサーであり、特に高精度/高感度/耐環境性といった利点を有する光ファイバーセンサー 

型バイオセンシングが注目されている[1,2]。屈折率ファイバーセンサーでは一般に屈折率依存型
光スペクトルシフトを計測するが、比較的ブロードな光スペクトル・ディップ幅と装置スペクト
ル分解能により、屈折率分解能が制限されていた。我々は、マルチモード干渉（MMI）ファイバ
ーセンサーをファイバー光コム共振器内に配置し、 共振器の屈折率/光/RF 変換と高精度 RF周波
数計測の良好な整合性を利用することにより、 RF 周波数計測型の高精度屈折率センシング光コ
ムを提案している[3]。更にバイオセンシングへの応用のため、MMI センサー表面に対してビオ
チンを化学修飾したバイオ MMI ファイバーセンサーを製作し、基本特性を報告した[4]。本発表
は、バイオ MMI ファイバーセンサーを共振器内に配置し、RF 周波数計測型のバイオセンシング
光コムについて報告する。 

実験装置を図１に示す。タンパク質であるアビジンを検出するため、MMI センサー表面に対し
てビオチンを化学修飾した後、SESAM モード同期型ファイバー光コム共振器内に配置した。出力
光をフォトダイオードで検出し、繰り返し周波数 frepを計測した。図２は、アビジン濃度を変化さ
せた時の frepシフトと光スペクトルシフトを示しており、両者ともアビジン濃度依存を示した。 
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図 1 バイオセンシング光コム    図 2 アビジン溶液の濃度変化による 

波長および繰り返し周波数のシフト 
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